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【連続公開セミナー＠立教大学】 

　岩波文庫から刊行中の吉川一義氏による 

　新訳で 
プルーストを 
　読破する 
　第3回「花咲く乙女たちのかげに Ⅰ」 
　2018年 2月17日（土）10:30-12:30 
　立教大学池袋キャンパス 5号館5401教室 

　　ゲスト　石橋 正孝 氏（立教大学助教） 
　　司会　　坂本 浩也（立教大学教授） 

主催　　　立教大学文学部文学科フランス文学専修 
問合せ先　学部事務1課（03-3985-3392） 
　　　　　proust.rikkyo@gmail.com   
　　　　　Twitter　  @proust_rikkyo 

申込不要・入場無料。定員75名（先着順）。 
テキスト（プルースト作・吉川一義訳『失われた時
を求めて』第3巻「花咲く乙女たちのかげに　Ⅰ」 
岩波文庫、2011年）を通読して、ご持参ください。 
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公開セミナー「新訳でプルーストを読破する」第3回 
ゲスト講師インタビュー 
石橋正孝（いしばし・まさたか）氏 

石橋

『〈驚異の旅〉または出版をめぐ
る冒険̶̶ジュール・ヴェルヌとピエール゠ジュール・エッ
ツェル』（左右社、2013年）

フォルカー・
デース『ジュール・ヴェルヌ伝』水声社、2014年

「ジュー
ル・ヴェルヌ〈驚異の旅〉コレクション」

、『地球から月へ／月を回って／上も下も
なく』（インスクリプト、2017年）
「なぜシャーロック・ホームズは『永遠』なのか̶̶コンテ
ンツツーリズム論序説」 第61回群像新人評論賞

『大西巨人̶̶闘争する秘密』左右社、2010年

石橋

石橋

大衆文学の専門家がプルーストを読む理由


